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政策実現能力 ＮＯ .1

現場を大事に！一人の人を大切に！
大衆とともに、次の５０年へ！
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2016 年 3 月２日　福島第一原子力発電所　　東電の現場責任者（左）から説明を受ける富田、高木美智代・中野洋昌 衆議院議員



東日本大震災から５年

福島第一原子力発電所視察

↓ 2014 年 6 月 9 日

2014 年は敷地内の移動は防護マスクで顔面を完全に覆い、フル装備で
あったが、半面マスクの装着で済んだ。除染が進んでいることを実感。

1 ～ 2 号機から約 200 ﾒｰﾄﾙの高台から、1 ～ 4 号機の状況を視察。
前回はこの位置まで近づけなかった。関係者の努力の賜物。

写真 2016.3 ｴﾈﾙｷﾞｰﾌｫｰﾗﾑより

地下水ﾊﾞｲﾊﾟｽ・ｻﾌﾞﾄﾞﾚﾝが機能して、建屋内への地下水流
入が半減している状況をつぶさに視察させていただいた。

免震重要棟に置かれた緊急時対策本部を訪
問。24 時間体制で原子炉の監視に当たる職
員の方々に「廃炉という長期戦に臨む皆様を
国としてﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟできるよう、党も全力を尽
くします」と挨拶を述べた。

大
型
休
憩
所
に
設
け
ら
れ
た
食

堂
で
３
８
０
円
の
ラ
ン
チ
を
頂

く
。
前
回
の
視
察
の
際
は
、
社

員
の
皆
さ
ん
が
テ
ー
ブ
ル
も
な

い
よ
う
な
場
所
で
冷
た
い
弁
当

を
食
べ
ら
れ
て
い
た
の
と
は
雲

泥
の
差
だ
っ
た
。

2016 年 3 月 2 日

福島第一原発　敷地内配置図

地下水バイパス

公
明
党
経
済
産
業
部
会

の
高
木
美
智
代
・
中
野

洋
昌
衆
議
院
議
員
と
、

今
年
で
事
故
か
ら
５
年

を
迎
え
る
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
を
訪
れ
、

汚
染
水
対
策
の
進
捗
状

況
や
、
廃
炉
に
向
け
た

作
業
員
の
労
働
環
境
な

ど
の
調
査
を
行
っ
た
。

初
め
に
、
昨
年
５
月
に

運
用
が
始
ま
っ
た
大
型

休
憩
所
で
食
堂
や
３
月

１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

ば
か
り
の
コ
ン
ビ
ニ
を

見
学
。
そ
の
後
、
防
護

服
に
着
替
え
て
、
原
子

炉
１
号
機
か
ら
４
号
機

に
接
近
し
、
廃
炉
工
程

の
現
況
を
確
認
。
ま

た
、
周
囲
の
地
下
汚
染

水
の
流
出
を
防
ぐ
た
め

の
海
側
遮
水
壁
や
、
凍

土
方
式
に
よ
る
陸
側
遮

水
壁
、
建
屋
周
辺
の
井

戸
か
ら
組
み
上
げ
た
地

下
水
を
浄
化
す
る
サ
ブ

ド
レ
ン
浄
化
設
備
な
ど

の
視
察
を
行
っ
た
。
終

了
後
、
免
震
重
要
棟
に

あ
る
緊
急
時
対
策
本
部

を
訪
れ
、
職
員
の
方
々

に
、
激
励
の
挨
拶
を
述

べ
た
。

凍土遮水壁の工事が完了し、2016 年 3 月から冷凍機１台
目を起動し、陸側遮水壁の凍結を開始している。

凍土遮水壁

　

衆
議
院
経
済
産
業
委
員
会
質
疑

公明党 経済産業部会



　

衆
議
院
経
済
産
業
委
員
会
質
疑

富
田 

昨
年
十
月
、
イ
タ
リ
ア
の

ラ
ル
デ
レ
ロ
地
熱
発
電
所
を
視
察

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ラ
ル
デ
レ

ロ
の
発
電
所
を
経
営
し
て
い
ま
す

エ
ネ
ル
・
グ
リ
ー
ン
・
パ
ワ
ー
社

の
所
長
さ
ん
に
お
話
を
聞
い
た
ん

で
す
が
、
こ
の
エ
ネ
ル
社
は
、
北

米
、
南
米
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
で
そ

れ
ぞ
れ
地
熱
発
電
所
を
経
営
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
で
の

地
熱
発
電
の
開
発
に
は
、
掘
削
二

年
、
発
電
所
建
設
二
年
、
全
て
五

年
間
で
で
き
た
と
い
う
ふ
う
に
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
チ
リ
で
は
、
二
〇
〇
九
年

に
掘
り
始
め
て
、
二
〇
一
〇
年

に
マ
グ
マ
だ
ま
り
を
見
つ
け
た
、

二
〇
一
七
年
か
ら
発
電
開
始
の
予

定
だ
。
世
界
で
い
ろ
い
ろ
頑
張
っ

て
い
る
会
社
を
見
る
と
、
五
年
か

ら
六
年
で
、
最
初
か
ら
実
際
に
発

電
す
る
ま
で
の
期
間
が
こ
う
い
う

ふ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す

ね
。
日
本
の
場
合
、
十
三
年
と
い

う
の
は
余
り
に
も
長
過
ぎ
る
と
思

う
ん
で
す
が
、
も
う
少
し
経
産
省

の
方
で
力
を
入
れ
る
な
り
、
地
表

調
査
と
か
掘
削
調
査
の
期
間
が
短

く
な
る
よ
う
な
何
ら
か
の
支
援
を

す
る
と
か
、
こ
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム

を
も
う
少
し
短
く
す
る
よ
う
な
方

策
と
い
う
の
は
何
か
経
産
省
の
方

で
は
考

え
て
い

な
い
の

で
し
ょ

う
か
。

藤
木 

地
熱
発
電
の
開
発

期
間
を
短
く
し
て
い
く

た
め
に
は
、
今
御
指
摘

ご
ざ
い
ま
し
た
よ
う
に
、

一
つ
は
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
短
縮
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
、
こ
の

手
続
の
迅
速
化
、
例
え

ば
今
ま
で
百
五
十
日
く

ら
い
か
か
っ
て
い
た
審

査
期
間
を
四
十
五
日
程

度
に
短
縮
す
る
と
か
、

あ
る
い
は
環
境
影
響
調

査
の
前
倒
し
と
い
っ
た

よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
た
だ

一
方
で
、
そ
れ
だ
け
で

は
今
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ

う
な
短
縮
と
い
う
の
は

な
か
な
か
困
難
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ

ま
し
て
、
地
熱
開
発
の

多
く
の
時
間
を
占
め
ま

す
掘
削
の
期
間
の
短
縮
、
あ
る
い
は
調
査
期
間
の
短
縮
と
い
う
こ
と
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
下
数

千
メ
ー
ト
ル
の
地
熱
の
分
布
を
よ
り
正
確
に
把
握
し
て
、
調
査
、
探
査
の
成

功
率
を
高
め
る
と
い
う
こ
と
が
一
つ
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
掘
削
機
器

の
先
端
部
分
の
強
度
を
高
め
て
、
こ
れ
で
掘
削
速
度
を
速
め
る
と
い
っ
た
よ

う
な
技
術
開
発
、
こ
う
い
っ
た
よ
う
な
も
の
も
重
要
だ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
私
ど
も
経
産
省
の
方
で
、
こ
う
い
っ
た
調

査
あ
る
い
は
研
究
開
発
と
い
っ
た
も
の
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
地
熱
発
電

の
開
発
期
間
を
で
き
る
だ
け
短
縮
し
て
い
く
こ
と
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

2016 年 3 月 9 日

資源ｴﾈﾙｷﾞｰ庁 藤木部長

イタリア・ローマから車で片道 4 時間弱のトスカーナ州にある世界最古のラルデレロ地熱発電所を視察。
朝７時にローマ市内のホテルを出発し、午前 11 時から発電所の責任者・フランシスコ・ラゼッリ氏から
エネル社並びに発電所の概要の説明を受け、発電所内にある博物館において、100 年を超える歴史の過
程を学ぶとともに、発電所の施設も見学を行った。

ラルデレロ地熱発電所の冷却塔

発電所内の博物館を視察

 
世
界
最
古
の
地
熱
発
電
所 

イ
タ
リ
ア
・
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方

  
ラ
ル
デ
レ
ロ
地
熱
発
電
所 

視
察

発電所内

イ
タ
リ
ア
20
州
の
う
ち
地
熱
発
電
を
行
っ
て
い
る

の
は
ト
ス
カ
ー
ナ
州
だ
け
。
エ
ネ
ル
社
は
ト
ス

カ
ー
ナ
州
内
に
37
の
タ
ー
ビ
ン
を
持
っ
て
い
る
。

５
０
０
の
井
戸
、
５
７
０
Ｋ
Ｍ
に
及
ぶ
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
が
あ
り
、
現
在
ト
ス
カ
ー
ナ
州
の
電
源
構
成

の
27
％
が
地
熱
で
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
。

エネル社のﾌﾗﾝｼｽｺ・ﾗｾﾞｯﾘ氏と
後方に井戸から吹き出す蒸気が見える。

  2015 年
10 月 15 日

リードタイムの長い電源（地熱等）の導入拡大

経
済
産
業
省
資
料



８月６日 ( 土）ドイツ　 グライフスヴァルト原発　廃炉の先進事例を学ぶ！
ベルリンから北へ約 230㎞に位置するグライフスヴァルト原発を視察。EWN 社の
PR 担当部長のハムルート・シンデル氏（写真①右側）がインフォメーションセンター
で、原発・建屋・キャスター等の模型を示しながら説明。15 分程度で会議室に移り、
映像を使いながら、同社の廃炉事業の概要を 30 分説明。( 写真② )
シンデル氏から「同社のモットーは、『これから数千年にわたり、安全性に責任を持
つ』。グライフスヴァルト原発は、開設時８基建設する予定で世界最大規模。1990
年のドイツ統一で、ソ連型原子炉の停止が決定されたが、６号機は 90％完成してい
た。原発の建設には、通常 40 億～ 60 億ユーロかかる。6 号機も当時 15 億東ドイ
ツマルクが投入されていた。見学用施設にこれだけの費用をかけることはない。６
号機は、運転前に廃炉が決まり燃料棒を入れていなかったため中を見学できる。非
常にラッキーなことだ。」と、説明があった。

原子炉内への入り口ドア（写真③）。2.5t ～ 4.5t の重さ。
シンデル氏はさらに、施設内を案内しながら「誰も廃炉を考えて、
原発をつくらない。廃炉技術はどこも変わらない。6 号機は、当
初 32 年稼働を前提。古い原発の稼働期間が延長されているが、
建設時に新しい知見を想定していないので、問題が多い。」と指
摘した。

写真①写真②

原
子
炉
の
内
部

2016 年 8 月５日～ 8 月１３日・衆議院経済産業委員会で、ヨーロッパ
の原発関連施設の視察をしました。

ドイツ北部のグライフスヴァルト原発・ウクライナのチェルノブイリ原発・デンマーク各地での自然エネルギー関連施設・フラン
スの核燃料再処理工場、ＭＯＸ燃料製造工場等を視察しました。
デンマーク・フランスの視察報告はホームページ  http://www.shigeyuki-tomita.com/　をご覧ください。

写真③

写真奥が圧力容器の内部、通常は決して見る事ができない

計測器

   原子炉モデル→

 ｸﾞﾗｲﾌｽｳﾞｧﾙﾄ原発 6 号機 完成直前に廃炉が決まった。

シ
ン
デ
ル
氏
は
同
社
に
勤
務
し
40
年
。

専
ら
廃
炉
を
専
門
に
し
、
こ
こ
９
年
は

広
報
担
当
を
務
め
る

衆議院 経済産業委員会 視察



８月８日（月）ウクライナ　チェルノブイリ原発
キエフから車で約 2 時間。1986 年の事故から今年で 30 年目を迎えたチェ

ルノブイリ原発を視察。事故を起こした 4 号機近くに設置されているパビ

リオンで事故発生時の状況や、新シェルターについて詳細な説明を受ける。

パビリオン内部には新シェルター・プロジェクトに支援を行っている日本を

含む各国の国旗が飾られている。また、最も近くに 4 号機を見ることが出

来るが、セキュリティ上、パビリオン内から 4 号機の撮影は禁止されている。

事故直後に作られた原子炉を覆う石棺は、激しく老朽化しているため、チェルノブイリシェルター基金により現在、耐用年数

100 年の巨大なシェルター（新石棺　幅約 260m、高さ約 110m、奥行き約 165m）の建設が進められている。作業員の無用の

被ばくを避けるため、離れた場所で造り、完成後にレール上をスライドさせて 4 号機建屋にかぶせる。2017 年 11 月末完成予定。

　新ｼｪﾙﾀｰと 4 号機建屋（右）　
左の写真とは反対側から撮影されたもの

チェルノブイリ原発から３キロの地点に位置。1970 年、チェルノブイリ原発の職員の町として新たに建設された。事故後に住
民の強制避難が行われ、現在は無人の町となっている。事故当時の住民の平均年齢は 26 歳。事故当時の人口は約 4 万 9,400 人。

チェルノブイリ視察　――　印象に残った事
【ガイドさんの説明】　プリピャチ市民の避難。
４月２７日、爆発から 36 時間後、1100 台のバスを投入。避難に使われたバスは、その後１週間、
キエフ市内で通常通り使用された。キエフ市民が毎日乗車していた。避難者の私的な荷物も汚染さ
れていたが、誰も知らなかった。１週間が過ぎて、政府から、バス等の除染の指示が出た。
・チェルノブイリから、プリピャチに向かう途中の最も汚染されたという「赤い森」の横をワゴン
  車で通った際、線量計の数値は５．４マイクロシーベルトに。
・チェルノブイリから、プリピャチへ向かう、４車線の幹線道路が３０年を経て、森林状態になり、
  両側一車線の通行が可能な道が残るだけになっていた。
・チェルノブイリ原発４号機の周辺で作業に従事する職員が、防護服等全くつけずにいるのに大変驚いた。

プリピャチ市

パビリオン建物前の広場から見た 4 号機
4 号機の模型 中央部が破壊した原子炉

1970 年に建設された
プリピャチ市の標識

新シェルター ﾁｪﾙﾉﾌﾞｲﾘ市・ﾆｶﾞﾖﾓｷﾞの星広場のﾓﾆｭﾒﾝﾄ
「ﾗｯﾊﾟを吹く天使」

事故から 30 年後のプリピャチ市内中心部事故当時開園寸前だった遊園地の観覧車



  給付型奨学金 創設の道開く

小
林
教
授 
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
非

常
に
明
確
。
ま
ず
は
小
さ
く
て

も
制
度
を
つ
く
る
こ
と
が
大

事
。
そ
こ
か
ら
対
象
を
ど
う
広

げ
る
か
が
重
要
。

東
京
大
学
・
大
学
総
合
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
小
林

雅
之
教
授
か
ら
学
生
へ
の

経
済
的
支
援
の
あ
り
方
に

関
す
る
講
演
を
聴
き
、
質

疑
応
答
を
行
っ
た
。
小
林

教
授
か
ら
返
済
不
要
の
給

付
型
奨
学
金
が
あ
れ
ば

４
年
制
大
学
に
進
学
し

た
「
潜
在
的
進
学
者
」
が

推
計
約
２
万
人
い
る
と
報

告
。
制
度
創
設
へ
の
課
題

と
し
て
は
、
受
給
基
準
の

明
確
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

た
。

富
田 

児
童
養
護
施
設
で
育
っ

た
子
ど
も
な
ど
を
給
付
型
の
対

象
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
突
破
口

を
開
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　4 月 12 日 東大・小林教授 講演・質疑応答

 ４月 13 日  学生支援機構・財務省と協議 ４月 18 日  政府提言に向け最終協議
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
創
設
や
あ
り
方
を
政

府
に
提
言
す
る
た
め
、
必
要
な
財
源
や
対
象

者
等
の
議
論
を
行
っ
た
。
ま
た
無
利
子
枠
拡

大
や
平
成
29
年
４
月
か
ら
導
入
さ
れ
る
所
得

連
動
返
還
型
の
制
度
設
計
な
ど
に
つ
い
て
も

話
し
合
い
を
行
っ
た
。

日
本
学
生
支
援

機
構
、
財
務
省

の
担
当
者
を
交

え
、
創
設
を
め

ざ
す
給
付
型
に

つ
い
て
議
論
し

た
。
日
本
学
生

支
援
機
構
と
の

意
見
交
換
で
は
、

奨
学
金
の
返
還

免
除
制
度
の
活

用
を
促
す
声
が

出
た
。
財
務
省

は
無
利
子
奨
学

金
枠
が
10
年
で
約
15
万
人
分
増
え
て
い
る
現

状
や
、
返
還
困
難
者
へ
の
猶
予
制
度
な
ど
を

説
明
し
た
。
富
田
座
長
は
、
児
童
養
護
施
設

な
ど
の
退
所
者
に
（
進
学
時
）
資
金
貸
付
を

行
い
、
５
年
間
の
就
業
で
返
還
を
免
除
す
る

制
度
が
２
０
１
５
年
度
補
正
予
算
で
実
現
し

た
こ
と
を
紹
介
し
、「
給
付
型
創
設
へ
突
破

口
を
開
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

公明党給付型奨学金推進プロジェクトチーム

　　　　　　　　　座長　富田 茂之

　　公明党が奨学金充実の推進役に！

　① 有利子奨学金貸与人員 10 万人→ 25 万人へ拡大

　② 成績要件の事実上の撤廃・ 勉学意欲のある学生は全員対象に

　③ 支給額も選択可能に

　④ 緊急奨学金制度の創設

         ( 倒産・ﾘｽﾄﾗ等の影響で家計急変の家庭の学生に）

　　 これまで 500 人枠の応急採用奨学制度を 1 万人規模に無利子で

公明党と自民党の政策担当者は国会内で、1999 年度予算案をめぐって
４回目の交渉を行い、教育奨学金を拡充することで正式に合意した。
公明党からは坂口力・政策審議会長、富田茂之・文教部会長、自民党か
らは丹羽雄哉・政務調査会長代理らが出席した。

1999 年 4 月 奨学金制度の大幅な拡充を実現・有利子奨学金を希望者全員に

1999 年 2 月 17 日

全てはここから始まった！

公
明
党
給
付
型
奨
学
金
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
初

会
合
を
開
き
、
給
付
型
奨
学

金
制
度
の
創
設
に
向
け
て
文

部
科
学
省
の
担
当
者
と
意
見

交
換
を
行
っ
た
。
富
田
は
、

「
公
明
党
が
与
党
入
り
し
た

１
９
９
９
年
か
ら
、
奨
学
金

の
貸
与
枠
を
大
き
く
拡
大

し
、
家
計
の
急
変
に
対
応
す

る
緊
急
枠
も
創
設
し
た
。
ま

た
、
最
近
で
は
無
利
子
を
増

や
す
流
れ
を
つ
く
っ
た
。
今

後
も
給
付
型
の
道
を
開
く
た

め
の
議
論
を
進
め
て
い
き
た

い
」
と
発
言
。
文
科
省
か
ら

は
、
現
行
の
奨
学
金
制
度
と

し
て
、
無
利
子
、
有
利
子
、

所
得
連
動
返
還
型
な
ど
の
説

明
が
あ
り
、
返
還
困
難
者
へ

の
減
額
や
、
猶
予
制
度
の
利

用
状
況
を
示
し
た
上
で
、
財

源
や
対
象
者
な
ど
、
給
付
型

に
関
す
る
論
点
が
挙
げ
ら
れ

た
。

　4 月 7 日 制度創設に向けて議論開始2016 年



2016 年９月１日　朝日新聞

家
庭
の
経
済
的
事
情
で
進
学
を
断
念
す
る
不
公
平
な
社
会
状
況
を
解
消
す
る
た
め
、　

返
還
不
要
の
給
付
型
奨
学
金
を
創
設
し
、
必
要
な
す
べ
て
の
子
ど
も
に
進
学
の
機
会
を

保
障
す
べ
き
。

現
在
、
大
学
院
生
の
み
が
対
象
の
「
返
還
免
除
制
度
」
を
、
児
童
養
護
施
設
な
ど
の
出　

身
者
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
の
学
部
生
に
拡
大
す
る
こ
と
。

現
行
の
仕
組
み
を
応
用
す
れ
ば
財
源
確
保
が
可
能
な
上
、
給
付
型
と
実
質
的
に
同
じ
効

果
が
得
ら
れ
る
と
指
摘
。

来
年
４
月
に
導
入
す
る
「
所
得
連
動
返
還
型
」
の
既
卒
者
へ
の
適
用
。

無
利
子
奨
学
金
の
貸
与
基
準
を
満
た
し
て
い
る
の
に
貸
与
枠
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
に

受
け
ら
れ
な
い
学
生
の
解
消
や
、
低
所
得
者
世
帯
に
つ
い
て
は
無
利
子
奨
学
金
の
学
力

基
準
を
撤
廃
し
、
す
べ
て
の
学
生
に
貸
与
を
す
べ
き
。

 安倍首相に給付型奨学金創設を提言 

公
明
党
は
、安
倍
総
理
が
掲
げ
る「
一
億

総
活
躍
社
会
」
に
お
い
て
、
学
ぶ
意
欲

の
あ
る
若
者
が
経
済
的
理
由
に
よ
り
学

業
を
あ
き
ら
め
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
給
付
型
奨
学
金
を
創

設
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
経
済

的
事
情
で
進
学
を
断
念
す
る
不
公
平
を

解
消
し
、
必
要
と
す
る
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
が
大
学
等
に
進
学
す
る
チ
ャ
ン

ス
を
保
障
す
る
社
会
を
実
現
す
る
た

め
、
返
済
不
要
の
給
付
型
奨
学
金
を
す

み
や
か
に
導
入
す
る
こ
と
を
強
く
求
め

る
。

富田は安倍首相に「児童養護施設出身者などは極端
に進学率が低く、経済的理由での進学断念者も多い。
まずは給付型の風穴を開けてほしい」と訴えました。

 ４月 22 日 4 月 4 日・4 月 26 日にも

文部科学省・給付型奨学金制度検討チーム資料より



　中国高校生友好交流大使 500 人訪日団　第１陣による安倍総理表敬　   2015 年 11 月 6 日

唐 家璇・中日友好協会会長と会談
釣魚台国賓館

楊 潔箎・国務委員と会談　中南海 劉延東 ・国務院副総理会見
国家大劇院・会見室

　日中文化交流訪中議員団　北京・天津訪問　                2015 年 10 月 29 日～ 11 月 1 日            

二二階俊博・自民党総務会長 ( 当時 ) を団長とする「日中文化交流訪中議員団」の一員として北京・天津を訪問してきました。

朝日新聞　２０１６年（平成 28 年）３月 27 日　記事

論説主幹　大野 博人
一
宿
一
飯
の
日
中
交
流

「中国高校生友好交流大使 500 人」のうち、第 1
陣として日本に到着したおよそ 100 人が安倍首
相を表敬訪問。富田も二階総務会長らと参加をし
ました。安倍首相は「友好交流大使の皆様を官邸
にお迎えできたことを大変うれしく思います。日
本で芽生えた友情を大切にして、両国の架け橋に
なっていただきたいと思います」と高校生達に語
りかけました。

中国高校生友好交流大使 500 人訪日団　壮行会　2015 年 10 月 31 日

日本大使館で開催された「中国高校生
交流大使 500 人訪日団第１陣」壮行
会に参加。5 月 26 日北京を訪問した
二階総務会長が 500 人の中国人高校
生を日本に招待すると表明。その第 1
陣の元気で明るい高校生たちと楽しい
交流ができました。

北京　日本大使館



  日中友好の文化・青年交流に力を尽くす！         

2002 年、日中国交正常化 30 周年記念の 1 万 3000 人の訪問団による植林事業が、その後どうなったか、確認しようという二階
総務会長の提案で、八達嶺（万里の長城）へ。当時、植林された松の木は、３ｍ位の高さになっていました。
掲示板に参加者全員の名前が掲示されており、その中に、当時、落選中にもかかわらず、野中広務先生に同行させていただいた私
の名前を発見し、本当にびっくりしました。このような事業を継続していくことの大切さを改めて実感しました。

ＮＨＫ交響楽団北京公演を鑑賞

諏訪内晶子さんのメンデルスゾーン、ヴァイオリン協奏曲の演奏に圧倒されました。気迫のこもった力強い演奏にもかかわらず、
優雅な雰囲気も漂わせ、会場は熱狂。指揮者の譚盾（タン・ドゥン）氏も素晴らしかったです。

「パッサカリア 風と鳥の秘密」の演奏でスマートフォンでダウンロードした鳥の鳴き声の登場には、皆、唖然。ぜひ、日本でも公
演してほしいと思いました。

←劉延東・国務院副総理と二階 総務会長 ( 当時 )

朝日新聞２０１5 年（平成 27 年）
　　　　　　　11 月 1 日　記事



教
育
再
生
実
行
会
議　

第
九
次
提
言
提
出

政
府
の
教
育
再
生
実
行
会
議
は
、「
全
て
の
子
供
た
ち
の
能
力
を
伸
ば
し
、
可
能
性

を
開
花
さ
せ
る
教
育
へ
」
と
題
し
た
第
九
次
提
言
を
安
倍
首
相
に
提
出
し
ま
し
た
。

【発達障害など障害のある子供たちへの教育 ]

【不登校等の子供たちへの教育 ]

全小中学校へのスクールカウンセラー、全中学校区へ

のスクールソーシャルワーカーの配置、都道府県によ

る不登校特例校の設置支援　など

【学力差に応じたきめ細かい教育 ]

【特に優れた能力を更に伸ばす教育、ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ教育 ]

【日本語能力が十分でない子供たちへの教育 ]

【家庭の経済状況に左右されない教育機会の保障 ]

塾に行かなくても希望する大学等に進学できる学力を

身につけられるようにするため、貧困等により学力に

課題のある学校への重点支援など公教育の充実と「高

大接続」改革の実現、幼児教育無償化の段階的推進、

私立中学校生徒への支援検討、大学等での無利子奨学

金の拡充、所得連動返還型奨学金制度の具体化、給付

型奨学金の検討など教育費負担の軽減　など

【これらの取組を効果的に推進するための体制の整備 ]

第九次提言 骨子　2016 年 5 月 20 日

松
戸
市
・
松
戸
市
民
会
館
で
行

わ
れ
た
全
国
夜
間
中
学
校
研
究

会
（
花
山
吉
徳
会
長
）
主
催
の

会
合
に
出
席
し
、
先
の
通
常
国

会
で
継
続
審
議
と
な
っ
た
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
や
夜
間
中
学
校

な
ど
を
支
援
す
る
「
教
育
機
会

確
保
法
案
」
を
「
秋
の
臨
時
国

会
で
成
立
さ
せ
た
い
」
と
強
調

し
た
。
富
田
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
で
義
務
教
育
を
修
了
で
き

な
か
っ
た
人
な
ど
が
通
う
夜
間

中
学
の
支
援
強
化
に
、
公
明
党

が
一
貫
し
て
取
り
組
ん
で
き
た

こ
と
を
紹
介
。
自
身
の
主
張

が
反
映
さ
れ
、
２
０
１
４
年

７
月
政
府
の
教
育
再
生
実
行

会
議
の
第
５
次
提
言
に
初
め

て
「
夜
間
中
学
の
設
置
を
促

進
」
と
い
う
文
言
が
盛
り
込

ま
れ
た
と
力
説
し
た
。

　

ま
た
、
同
年
10
月
に
は
浮

島
智
子
衆
院
議
員
が
国
会
質

問
で
夜
間
中
学
の
全
都
道
府

県
設
置
を
訴
え
、
文
部
科
学

相
の
前
向
き
な
答
弁
を
引
き

出
し
、
予
算
が
増
額
さ
れ
た

と
述
べ
た
。

全国夜間中学校研究会・研修交流会 2016 年 5 月 19 日 公明新聞

教育機会確保法案
秋の臨時国会で成立目指す

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
が
、
学

校
外
の
学
び
の
場
、
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
な
ど
で
教
育
を
受
け
る

こ
と
を
支
援
す
る
法
案
「
教
育

機
会
確
保
法
案
」
を
自
民
・
公

明
・
民
進
、
お
お
さ
か
維
新
の　

四
党
で
議
員
立
法
と
し
て
衆
議

院
に
共
同
提
出
し
た
。
こ
の
法

案
は
、「
超
党
派
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
等
議
員
連
盟
」
と
「
夜
間
中

学
等
義
務
教
育
拡
充
議
員
連

盟
」
が
議
論
を
重
ね
、
ま
と
め

た
も
の
。
具
体
的
に
は
、
全
国

に
約
12
万
人
い
る
と
さ
れ
る
不

登
校
の
小
・
中
学
校
の
児
童
、

生
徒
の
学
習
内
容
や
心
身
の
状

況
を
継
続
的
に
把
握
す
る
こ
と

や
、
学
校
へ
の
復
帰
に
向
け
た

助
言
や
学
習
支
援
が
で
き
る
自

治
体
の
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
教
育
施
設
の
充
実
等
が
明

示
さ
れ
て
い
る
。

超党派議連　  教育機会確保法案を提出
2016 年５月 10 日

向大野衆議院事務総長（中央）浮島衆議院議員（左）

2016 年 7 月 30 日

フリースクールや夜間中学　不登校の子に学校外の学びを支援



千葉市・保育士不足解消のために
「熊谷俊人千葉市長からの提案に公明党が迅速な対応」

待機児童問題

4 月４日、熊谷市長から富田に保育士養成校の定員運用を厚生労働省が厳しく管理している現状について以下の
メールがありました。

香
取
照
幸 

雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
長

保
育
士
の
養
成
に
関
し
ま
し
て
は
、
短
大
等

の
指
定
保
育
士
養
成
施
設
に
お
い
て
行
わ

れ
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、当
然
な
が
ら
、

保
育
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
、
技
術
の
習
得
と

い
う
こ
と
で
、
一
定
の
学
習
環
境
を
確
保
す
る
と

い
う
こ
と
で
定
員
の
管
理
と
い
う
の
は
あ
る
わ
け

で
ご
ざ
い
ま
す
。
一
方
で
、
入
学
後
の
辞
退
者
等

が
あ
り
ま
す
の
で
、
過
去
の
入
学
実
績
で
す
と
か

辞
退
者
等
の
状
況
等
に
鑑
み
て
、
当
該
定
員
超
過

が
合
理
的
な
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、
特
段
文
書
等
に

よ
る
指
導
は
行
わ
な
い
で
、
口
頭
の
助
言
等
に
と

ど
め
る
と
い
う
こ

と
で
、
こ
れ
は
、

実
は
、
平
成
19
年

に
各
地
方
厚
生
局

に
は
そ
の
旨
の
事

務
連
絡
は
私
ど
も

出
し
て
あ
っ
た
わ

け
で
す
が
、
今
お

話
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
一
部
の
厚
生
局
で
若
干

厳
し
い
運
用
が
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
ど
う

も
あ
っ
た
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
れ
は
私
ど

も
も
話
を
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
現
状
、
保
育
人
材

の
確
保
は
非
常
に
喫
緊
の
課
題
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
私
ど
も
と
し
て
は
、
こ
の
19
年
に
お
示
し
し

た
考
え
方
に
沿
っ
て
、
さ
ら
に
柔
軟
な
運
用
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
対
応
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
指
定
保
育
士
養

成
施
設
の
監
督
の
事
務
は
28
年
の
３
月
31
日
か
ら

都
道
府
県
に
権
限
移
譲
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
今

後
は
都
道
府
県
に
お
い
て
指
導
監
督
を
行
っ
て
い

た
だ
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
都
道
府
県
に

お
け
る
今
後
の
定
員
管
理
と
指
導
監
督
に
お
き
ま

し
て
も
、
私
ど
も
の
で
き
る
だ
け
柔
軟
に
と
い
う

考
え
方
が
徹
底
す
る
よ
う
に
、
私
ど
も
の
方
か
ら

都
道
府
県
に
も
御
周
知
申
し
上
げ
て
、
そ
の
よ
う

な
運
用
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
お
願
い
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

古
屋
範
子 

議
員　

千
葉
市
長
か
ら
保
育
士
不
足
に
つ
い
て
ご
要

望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
、
保
育
士
を

養
成
す
る
短
大
そ
れ
か
ら
保
育
士
養
成
校
の
定
員

に
つ
き
ま
し
て
、
文
部
科
学
省
は
、
定
員
の
一
、

一
倍
ま
で
許
容
を
し
て
お
り
ま
す
。
厚
生
労
働
省

で
は
、
定
員
が
一
人
で
も
超
え
る
と
始
末
書
を
書

か
せ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
余
裕
を
持
っ
た
合
格

通
知
が
で
き
な
い
。
ふ
た
を
あ
け
て
み
る
と
、
結

果
、
定
員
割
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
状
況
が

生
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
厚
生
労
働
省
に

よ
っ
て
厳
し
く
管
理
さ
れ
て
い
る
状
況
を
何
と
か

改
善
で
き
な
い
も
の
か
と
思
い
ま
す
。

保
育
士
の
不
足
を

改
善
し
て
い
く
、

ま
ず
は
、
短
大
、

養
成
校
の
段
階
で

柔
軟
な
運
用
が
必

要
な
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

毎
年
の
定
員
管
理
の
若
干
弾
力
化
を
す
る
だ
け
で

も
、
こ
こ
か
ら
保
育
士
不
足
を
解
消
す
る
、
保
育

士
を
ふ
や
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。御
見
解
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　

富
田
か
ら
報
告
を
受
け
た
古
屋
範
子
副
代
表
が
、

　
　
　
　
　
　

４
月
20
日
の
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
で
質
問

これで、県と交渉する際の根拠を頂きました。

県も、今回の答弁に沿った対応をしてくれるものと期待しています。公明党は現場の声に耳を

傾け、スピード感をもって適切な対応をして頂き、大変感謝しています。

富田議員には、羽田の騒音問題の解決、国道 357 号線の拡幅にも協力頂いており、今後もしっ

かり連携を強めていきたいと思います。

　熊谷市長に、委員会質疑の報告と、会議録を送付。 熊谷千葉市長から

待機児童対策について、保育士を養成する短大等の定員が厚労省によって厳し
く管理されていることの是非は公明党で議論されているでしょうか？

文科省は定員の 1.1 倍まで許容していますが、厚労省は定員が 1 人でも超えると
始末書を書かせます。そのため余裕をもった合格通知ができないため、フタを開
けると定員割れ、という状況が生まれています。保育士配置を緩和する前に供給
側の視点に立った柔軟な定員運用を可能にすれば供給力はもう少し増やせるはず
です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊谷俊人千葉市長　

２
０
１
６
年
７
月
28
日

石
井
国
土
交
通
大
臣

２
０
１
５
年
７
月
31
日

国道 357 号線拡幅の陳情
太
田
国
土
交
通
大
臣

石
井
国
土
交
通
大
臣

羽田空港騒音問題の経過説明
２
０
１
６
年
３
月
９
日

国道 357 号線拡幅の陳情



2016 参議院議員選挙
　
　

改
選
過
半
数
超
す　

連
立
政
権
に
信
任
と
期
待

6 月 29 日 ＴＫＣ近畿兵庫政経研究会 ( 会員税
理士 450 名 ) 吉田正之会長より伊藤たかえ候
補に、推薦状を授与。（TKC 姫路 SCG ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ )

兵
庫
選
挙
区
で
は
、
新
人
・
伊
藤
た
か
え
さ
ん
が
、
執
念
の

猛
攻
撃
で
逆
転
勝
利
。
過
去
最
高
の
５
４
万
２
０
９
０
票
を

獲
得
し
、
２
位
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

7 月 3 日 JR 津田沼駅北口　安倍首相と

6 月 22 日 自民党・もとえ太一郎候補 出陣式 7 月９日　JR 千葉駅前 打ち上げ街頭７月９日　JR 船橋駅南口

JR 津田沼駅北口　もとえ太一郎候補と

熊本地震　被災者救援募金 寄託

発
行　

公
明
党
衆
議
院
比
例
区
南
関
東
第
１
総
支
部

2016 年 5 月 17 日

県民の会・高崎代表から義援金を受け取る
村石事務局長（左から 2 人目）

「
熊
本
地
震
の
被

災
者
を
支
援
す
る

千
葉
県
民
の
会
」

と
、
日
本
赤
十
字

社
千
葉
県
支
部
を

訪
れ
、
村
石
保
男

事
務
局
長
に
募
金

活
動
で
集
ま
っ
た

義
援
金 

を
寄
託
し

ま
し
た
。
今
回
の

募
金
活
動
は
同
千

葉
県
民
の
会
主
催

で
、
公
明
党
千
葉

県
本
部
の
議
員
・

党
員
の
方
々
が
協

力
し
、
４
月
19
日

か
ら
５
月
７
日
ま

で
、
県
内
各
地
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

県
民
の
会
・
高
崎

代
表
か
ら
村
石
事

務
局
長
に
「
多
く

の
方
々
が
被
災
者

を
思
い
、
募
金
に

協
力
し
て
下
さ
い

ま
し
た
」
と
義
援

金
が
手
渡
さ
れ
、

村
石
事
務
局
長
は

「
被
災
さ
れ
た
皆

様
に
お
届
け
し
ま

す
」
と
応
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　日本赤十字社千葉県支部に義援金 
　１，２５１万８, ６７９円を寄託

↑ 4 月 24 日
JR 本八幡駅前
街頭募金活動

公明党　選挙区７・比例区７の過去最高の 14 議席獲得

比
例
区　

長
沢
ひ
ろ
あ
き
候
補

兵
庫
選
挙
区　

伊
藤
た
か
え
候
補

７
月
10
日
投
開
票
さ
れ
た
第
24
回

参
議
院
議
員
選
挙
で
、
公
明
党
は

過
去
最
多
の
候
補
者
を
擁
立
し
た

７
選
挙
区
で
完
勝
、
比
例
区
で
も

７
議
席
を
獲
得
。
改
選
９
か
ら
５

議
席
増
で
14
人
の
当
選
は
、
公
明

党
の
参
議
院
選
挙
結
果
と
し
て

過
去
最
多
に
並
ぶ
大
勝
利
で
し

た
。
比
例
区
で
は
、
政
党
名
と
候

補
者
名
を
合
わ
せ
た
得
票
総
数

で
７
５
７
万
２
９
６
０
票
を
獲

得
。
３
年
前
の
参
院
選
か
ら
約

４
９
０
０
票
増
や
し
、
改
選
６
か

ら
１
議
席
増
の
７
人
当
選
を
果

た
し
ま
し
た
。
千
葉
県
で
も
前

回
か
ら
約
５
０
０
０
票
増
や
し
、

３
６
８
，
７
５
９
票
を
獲
得
し
ま

し
た
。
長
沢
ひ
ろ
あ
き
氏
も
比

例
区
全
候
補
で
最
多
の
９
４
２
，

２
６
６
票
、
千
葉
県
で
２
１
４
，

８
４
４
票
を
獲
得
し
、
２
期
目
の

当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
参
院
選
で
は
、
初
め
て
、

自
公
で
選
挙
協
力
の
協
定
書
を
交

わ
し
、
自
民
党
の
個
人
演
説
会
、

街
頭
演
説
会
に
わ
が
党
か
ら
も
参

加
す
る
な
ど
、
支
持
の
相
乗
効
果

に
、
一
定
の
手
ご
た
え
を
感
じ
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

党
員
、
支
持
者
の
皆
さ
ま
の
懸
命

の
ご
支
援
を
頂
き
、
大
き
な
存
在

感
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
に
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。


